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裁
判
員
制
度
っ
て
な
に
？

　

み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事

裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
裁
判
が
身
近
で
分
か
り

や
す
い
も
の
と
な
り
、
司
法
に
対
す

る
み
な
さ
ん
の
信
頼
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度

は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
事
件
を
扱
う
の
？

　

裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な
る
事
件

に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

▽
人
を
殺
し
た
場
合（
殺
人
）

▽
強
盗
が
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る

い
は
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合

（
強
盗
致
死
傷
）

▽
人
に
け
が
を
さ
せ
、
死
亡
さ
せ
て

し
ま
っ
た
場
合（
傷
害
致
死
）

▽
泥
酔
し
た
状
態
で
自
動
車
を
運
転

し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合（
危
険
運
転
致
死
）

▽
人
の
住
む
家
に
放
火
し
た
場
合

（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

▽
身
の
代
金
を
取
る
目
的
で
人
を
誘

拐
し
た
場
合（
身
の
代
金
目
的
誘

拐
）

▽
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
放
置
し

た
た
め
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合

（
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死
）

裁
判
員
の
選
び
方

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
流
れ

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
作
成

　

各
地
方
裁
判
所
ご
と
に
、
管
内
の

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
衆
議

院
議
員
選
挙
人
名
簿
か
ら
、
く
じ
で

選
ん
で
作
成
し
た
名
簿
に
基
づ
き
、

翌
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成

し
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
名
簿
に
は
、

中
間
市
か
ら
127
人
が
記
載
さ
れ
ま
し

た
。

②
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
人
に

通
知
し
ま
す

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
就

職
禁
止
事
由
や
客
観
的
な
辞
退
事
由

に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を

た
ず
ね
る
調
査
票
も
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
票
の
返
送
後
、
明
ら
か

に
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
や
、
１
年
を
通
じ
て
辞
退
事
由
が

認
め
ら
れ
る
人
は
、
裁
判
所
に
呼
ば

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
候
補
者
が

選
ば
れ
ま
す

　

事
件
ご
と
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿

裁判員制度 ５月21日からスタートする「裁判員制度」は、国民から
選ばれた裁判員が、重大な刑事事件の裁判に参加する制
度です。もし、あなたが裁判員に選ばれたとしたら――。
そんなときのために、理解を深めておきましょう。

あなたが裁判員に選ばれたときのために。

広報担当者研修で行った模擬裁判の様子。

特  集
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もっと知りたい裁判員制度

裁判員制度Ｑ＆Ａ
Q. どこの裁判所に行くの？
A. 福岡県内の裁判員裁判は、福岡地方裁判所（福岡市）と福
岡地方裁判所小倉支部（北九州市）で行われます。中間市在住
の人が裁判員（候補者）に選ばれた場合は、福岡地方裁判所小
倉支部（北九州市小倉北区金田一丁目４番１号）に行くことに
なります。

Q. 裁判所に行くと日当や交通費は支給されるの？
A. 裁判所に行った日数に応じて、指定の口座に日当や交通費
が振り込まれます。日当の具体的な金額は裁判員候補者（当日
裁判所に行き、選任手続で実際の裁判員には選ばれなかった
人）は１日あたり８千円以内、裁判員に選ばれた人は１日あ
たり１万円以内となります。

Q 何日間ぐらい裁判に参加しないといけないの？
A. 裁判の６～８週間前に、いつ、どのくらいの期間参加して
いただくかの通知があります。事件の内容によって異なりま
すが、できるだけ連日開廷することになっていますので、裁
判員裁判の約７割は３日以内で終わると見込まれています。
なお、実際に裁判が行われる時間は、通常１日に５～６時間
程度と考えられます。

Q 私は法律を知らないけれど大丈夫なの？
A. 法律や裁判の知識は必要ありません。裁判員の権限や、刑
事事件の基本的なルール、法律の内容などは、裁判官がてい
ねいに分かりやすく説明しますので、ご安心ください。

Q 裁判員になることは辞退できるの？
A. 基本的にはできませんが、法律で次のような辞退事由が定
められており、裁判所が認めれば辞退できます。
170歳以上の人　2学生・生徒　3重い病気や障害がある人
4重要な仕事があり、自分で処理しないと著しい損害が生じ
るおそれがある場合　5同居親族の介護・療養がある人　
6５年以内に、裁判員や検察審査員などの職務をした人

Q 裁判員になったら会社を休んでいいの？
A. 裁判員の仕事を行うのに
必要な休みをとることは、
法律により認められていま
す。裁判員として仕事を休
んだことを理由に、雇用主
が解雇などの不利益な扱い
をすることは法律で禁止さ
れています。候補者として
裁判所に出向く場合も同様
です。

の
中
か
ら
、
く
じ
で
裁
判
員
候
補
者

が
選
ば
れ
ま
す
。
通
常
、
１
事
件
あ

た
り
50
人
か
ら
100
人
程
度
が
選
ば
れ

ま
す
。

　

選
ば
れ
た
人
に
は
、
質
問
票
と
と

も
に
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
が

送
ら
れ
ま
す
。
そ
の
質
問
票
で
、
辞

退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
呼
び
出

し
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
の
で
、
裁
判

所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
候
補
者
か
ら
裁
判
員
へ

　

裁
判
の
当
日
、
裁
判
長
は
候
補
者

に
対
し
、「
不
公
平
な
裁
判
を
す
る

お
そ
れ
の
有
無
」「
辞
退
希
望
の
有

無
・
理
由
」
な
ど
の
質
問
を
し
ま
す
。

候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

る
た
め
、
こ
の
手
続
き
は
非
公
開
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
事
件
ご
と
に
裁
判
員
６

人
が
選
ば
れ
ま
す（
必
要
な
場
合
は

補
充
裁
判
員
も
選
任
し
ま
す
）。
通

常
で
あ
れ
ば
午
前
中
に
選
任
手
続
を

終
了
し
、
午
後
か
ら
審
理
が
始
ま
り

ま
す
。裁

判
員
の
仕
事
や
役
割

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
次
の
よ

う
な
仕
事
を
し
ま
す
。

①
公
判
に
立
ち
会
う

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官

と
一
緒
に
刑
事
事
件
の
法
廷（
公
判
）

に
立
ち
会
い
、
判
決
ま
で
か
か
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
公
判
は
連
続
し
て

開
か
れ
ま
す
。
公
判
で
は
、
証
拠
書

類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証
人
や
被

告
人
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま

す
。
裁
判
員
か
ら
、
証
人
な
ど
に
質

問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

② 

評
議
・
評
決

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
ら
、
今
度

は
事
実
を
認
定
し
、
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
裁
判
官
と
一

緒
に
議
論（
評
議
）し
決
定（
評
決
）す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

評
議
を
尽
く
し
て
も
、
意
見
の
全

員
一
致
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
、

評
決
は
多
数
決
で
行
わ
れ
ま
す（
た

だ
し
、
裁
判
官
、
裁
判
員
の
そ
れ
ぞ

れ
１
人
以
上
が
多
数
意
見
に
賛
成
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
）。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
の

刑
に
関
す
る
裁
判
員
の
意
見
は
、
裁

判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。

③
判
決
宣
告
・
裁
判
員
の
任
務
終
了

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で

裁
判
長
が
判
決
を
宣
告
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

裁
判
員
と
し
て
の
役
割
は
、
判
決

の
宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
の
実
施
ま
で
、
あ
と

三
か
月
あ
ま
り
。
裁
判
員
に
選
ば
れ

た
と
き
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。裁

判
員
制
度
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

福
岡
地
方
裁
判
所

　

☎
０
９
２（
７
８
１
）３
１
４
１

　

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部

　

☎（
５
６
１
）３
４
３
１

法
廷
見
学
会
に
行
こ
う

　

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支

部
で
は
、
毎
月
１
回
「
コ
ー
ト

オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
と
し
て
法
廷

見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
の
説
明
を
聞

い
て
、
法
廷
を
見
た
り
、
裁
判

官
と
話
を
し
て
み
た
り
、
実

際
に
裁
判
員
席
に
座
っ
た
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
ひ
と
り
で
も
グ
ル

ー
プ
で
も
可
能
。
も
ち
ろ
ん
無

料
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
日

時　

３
月
12
日（
木
）

　

午
前
10
時
～（
２
時
間
程
度
）

●
定

員　

90
人

●
問
合
先　

福
岡
地
方
裁

判
所
小
倉
支
部

　

☎（
５
６
１
）３
４
３
１
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●問合先　市民課
☎（２４６）６２３９電子証明書を取得してｅ - Ｔａｘを利用しませんか

　

市
民
課
で
電
子
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
自
宅
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
の
申
請
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
と
は
、
お
手
持

ち
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

本
人
確
認
情
報（
住
所
や
氏
名

な
ど
）が
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
電
子
証
明
書
を
利
用
し

て
、
平
成
20

年
分
の
所
得

税
の
確
定
申

告
書
の
提
出

を
３
月
16
日

の
受
付
期
限
ま
で
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）で
行
う
と
、
所
得
税
額
か

ら
最
高
５
、０
０
０
円（
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
を
限
度
）の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
19
年
分
の
確

定
申
告
で
、
こ
の
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
時
期
が
近
づ
く
と
、

電
子
証
明
書
の
発
行
で
窓
口
が

込
み
合
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
取
得
を
希
望
す
る
人
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合
…

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
印

鑑
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
。
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
に
顔
写
真
が
つ
い
て
い

る
場
合
は
不
要
で
す
）

○
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
…

　

申
請
者
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
申
請
者
本
人
の
実
印

を
押
印
し
た
委
任
状
お
よ
び

３
か
月
以
内
に
取
得
し
た
印

鑑
登
録
証
明
書
、
代
理
人
の

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
、

即
日
発
効
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
有
効
期
限
・
手
数
料　

３
年

間
・
500
円

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド（
１
枚
500
円
）の
交
付

申
請
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

市
民
課
で
交
付
し
た
電
子
証

明
書
の
ほ
か
に
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
内
の
情
報
を
読

み
取
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ（
市
販
）が
必

要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
業
務

は
東
部
出
張
所
で
は
取
り
扱

っ
て
い
ま
せ
ん

Information

市からのお知らせ

●
問
合
先　

下
水
道
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
５
６

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

排
水
設
備
工
事
は
、
中
間
市
が
指
定

し
た
「
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
施

工
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
指
定
資
格

○
福
岡
県
内
に
営
業
所
を
有
す
る
こ
と

○
中
間
市
に
登
録
済
み
の
責
任
技
術
者
を

１
人
以
上
専
属
雇
用
し
て
い
る
こ
と

○
工
事
に
必
要
な
設
備
お
よ
び
器
材
を

有
し
て
い
る
こ
と

○
そ
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
項
に
該
当
す
る
こ
と

●
受
付
期
間　

３
月
２
日（
月
）
～
13
日

（
金
）・
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
閉
庁

日
は
除
く
）

●
登
録
用
紙
の
配
布　

２
月
23
日（
月
）

か
ら
、
下
水
道
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

●
受
付
場
所　

下
水
道
課（
市
役
所
別

館
１
階
）

●
問
合
先　

課
税
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
８

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・
名
義
変
更
の

届
出
は
３
月
31
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車（
農
耕
用
な
ど
）の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
廃
車
・

名
義
変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
い
つ

ま
で
も
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
に

早
目
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
先

○
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査
協
会

　

☎（
４
７
４
）３
３
０
１

○�

原
動
機
付
自
転
車（
125
㏄
以
下
の
バ

イ
ク
）、
小
型
特
殊
自
動
車
…
課
税

課
市
民
税
係

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
８

○�

軽
二
輪
車（
125
㏄
超
250
㏄
以
下
の
バ

イ
ク
）
…
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会

　

☎（
４
７
４
）５
０
２
５

○�

二
輪
の
小
型
自
動
車（
250
㏄
超
の
バ

イ
ク
）
…
九
州
運
輸
局
福
岡
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
９

※
届
出
に
は
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）、
印
鑑
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
各
届
出
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ Information

●
問
合
先　

こ
ど
も
育
成
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
４
８

平
成
21
年
４
月
学
童
保
育
所
入
所
の
ご
案
内

　

共
働
き
世
帯
な
ど
保
護

者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

小
学
１
～
３
年
生
の
健
全

な
育
成
の
た
め
に
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業（
学
童
保
育
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
家
庭
は
、
各
学
童

保
育
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

２
月
17
日（
火
）
～
３
月

６
日（
金
）

●
申
込
先

○
北
学
童
保
育
所
…
岩
瀬
三
丁
目
２
‐
２（
北

小
学
校
敷
地
内
）・
☎（
２
４
６
）２
６
４
５

○
東
学
童
保
育
所
…
中
尾
四
丁
目
２
‐
１（
東

小
学
校
敷
地
内
）・
☎（
２
４
４
）２
６
９
０

○
西
学
童
保
育
所
…
弥
生
二
丁
目
１
‐
２（
西

小
学
校
敷
地
内
）・
☎（
２
４
５
）０
５
５
４

○
南
学
童
保
育
所
…
通
谷
五
丁
目
14
‐
１（
南

小
学
校
敷
地
内
）・
☎（
２
４
５
）４
５
１
７

○
砂
山
保
育
園
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
…
砂
山
６

組（
砂
山
保
育
園
敷
地
内
）

　

☎（
２
４
６
）５
１
５
２

○
中
間
保
育
園
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
…
長
津
二

丁
目
22
‐
14（
中
間
幼
稚
園
敷
地
内
）

　

☎（
２
４
６
）１
０
２
３

○
中
間
東
幼
稚
園
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
…
扇
ヶ
浦

二
丁
目
２
‐
１（
中
間
東
幼
稚
園
敷
地
内
）

　

☎（
２
４
５
）０
９
６
８

●
受
付
時
間　

午
後
２
時
～
５
時

Topic ＆ Information

映像で振り返るふるさと中間を上映
　市制施行当時の中間市や、昭和 30 年代の
子どもたちの姿や商店街のにぎわいなどを
上映します。申し込みは不要で、入場無料
ですのでふるってご参加ください。
●日 時　�２月 27 日（金）・午後３時～
　　　　　４時 20 分
●場 所　中央公民館

　１月５日定例教育委員会で、吉田孝氏が教
育長に任命されました。任期は４年間です。

吉田　孝　教育長
昭和21年10月１日生

■学歴
　昭和40年　東筑高等学校卒業
　昭和44年　国士館大学　体育学部卒業
■職歴
　昭和46年　八幡南高等学校教諭
　昭和52年　八幡工業高等学校教諭
　平成11年　若松商業高等学校教頭
　平成14年　直方養護学校校長
　平成15年　八幡工業高等学校校長
　平成17年　中間高等学校校長
■就任あいさつ
　このたび、１月５日に船津前教育長の後任
として中間市教育委員会教育長に就任いたし
ました。教育長という重責を担うことになり、
その責任の重さを日々痛感しているところで
す。微力ではございますが、これまでの経験
をいかし、熱意と情熱をもって中間市のまち
づくりの基本理念であります「元気な風がふ
くまち�なかま」の実現に向けて、本市の教
育の向上と発展のため専心努力いたす所存で
あります。なにとぞご指導ご支援を賜ります
よう、お願い申しあげます。

●問合先　中央公民館☎（２４６）２３２１

教育委員会教育長に吉田孝氏が就任

●問合先　教育総務課☎（２４６）６２２１

●
問
合
先　

収
納
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
７

市
税
な
ど
を
口
座
振
替

し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

口
座
振
替
ご
利
用
の
人
に
「
口
座
振

替
の
お
知
ら
せ（
口
座
振
替
領
収
済
通
知

書
）」
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
費

節
減
の
た
め
、
今
年
度
分
か
ら
廃
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
口
座
振

替
の
確
認
は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替

領
収
済
通
知
書
が
必
要
な
場
合
、
収
納

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
廃
止
対
象　

市
県
民
税
・
固
定
資
産

税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
公
営
住
宅
使
用
料

※
確
定
申
告
用
納
税
証
明
書
、
軽
自
動

車
税
は
従
来
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

●
問
合
先　

学
校
教
育
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
２

平
成
21
年
度
中
間
市

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
対
象
・
人
数　

高
校
生
お
よ
び

高
校
入
学
予
定
者
・
15
人
以
内

●
奨
学
金　

月
額
９
、０
０
０
円

●
貸
付
要
件　

学
資
の
支
出
が
困
難
で

中
間
市
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
こ
と

※
こ
の
奨
学
金
は
県
奨
学
財
団
な
ど
、
ほ
か

の
奨
学
金
と
併
用
し
て
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法　

卒
業
し
た
中
学
校
ま
た

は
、
在
学
す
る
中
学
校
の
学
校
長
を

経
て
、
所
定
の
申
込
書
を
教
育
委
員

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
市
内
の
中
学
校
お
よ
び

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　

２
月
27
日（
金
）
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まちのわだいまちのわだい
このコーナーでは楽しいイベントや
　地域の話題などをお届けします。

華
や
か
な
成
人
式
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

い
い
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た

こ
れ
で
大
人
の
仲
間
入
り
、

嬉
し
い
反
面
、
少
し
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
す

今
後
は
子
ど
も
で
は
な
く
、

成
人
と
し
て
の
責
任
を
自
覚

し
て
生
き
て
い
く

い
い
成
人
式
で
し
た
♡

緊
張
し
ま
し
た

森　

安　

亜　

美 

さ
ん

髙　

野　

寛　

之 

さ
ん

井　

川　
　
　

茜 

さ
ん

小　

野　

亮　

祐 

さ
ん

冷
牟
田　

真
寿
美 

さ
ん

祝成人
なかまハーモニーホールで１月12日、「平成21年中間市成人式」
が開催されました。今年の新成人は、昭和63年４月２日から平成
元年４月１日までに生まれた451人。晴れ着姿に身を包んだ新成
人たちは、旧友を見つけては歓喜の声をあげたり抱き合ったりす
るなど、会場は盛り上がりを見せました。

平成 21 年中間市成人式
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まちのわだいまちのわだい
このコーナーでは楽しいイベントや
　地域の話題などをお届けします。

消防団員や中間市消防クラブ員、中間市婦人防火クラブ
員が一堂に会する消防出初式が開催されました。消防
団員は中間東中学校と南中学校両吹奏楽部の先導でク
リエートタウン駐車場から体育文化センター前広場まで
をパレード。会場では、小雪が舞う寒さにも負けない力
強い訓練と勇ましい姿を見せてくれました。

めざすは火災ゼロ
１月 11 日・平成 21 年中間市消防出初式

雨天のため、遠賀川河川敷でのたこあげ大会は中止とな
ったこの日、働く婦人の家で創作たこの審査会が開催さ
れ、子どもから大人まで約 250 人が参加。それぞれが
思い思いに作り上げたたこは個性的なものばかりで、順
位をつけることが難しいほど魅力的。一生懸命に作った
たこは、晴れた日に大空高く舞うことでしょう。

どのたこも魅力的
１月 18 日・第 28 回ふるさと遠賀川親子たこあげ大会

農業体験として昨年６月 18日に５年生が田植えをし、
大事に育て収穫した米を使い、底井野小学校全校児童
がもちつき体験をしました。子どもたちは杵

きね

と臼
うす

で楽し
みながら一生懸命もちをつき、おいしそうに食べていま
した。自分たちで米を育て、作ったもちを食べたことか
ら、食の大切さを学んだことでしょう。

みんなで楽しくペッタンペッタン
１月９日・底井野小学校農業体験

25 年間におよぶ奉仕活動をしてきた中間市赤十字奉仕
団が、日本赤十字社から金色有功章を受賞しました。ま
た、中間市赤十字奉仕団委員長の木下幸子さんが 10 年
以上委員長の任務に従事したことを認められ、日本赤十
字社福岡県支部から表彰され金枠を受賞しました。今
後も中間市赤十字奉仕団の活躍が期待されます。

赤十字事業の推進に尽力
中間市赤十字奉仕団が表彰
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電
気
温
水
器（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）の

訪
問
販
売
に
ご
注
意

　

電
気
温
水
器
の
訪
問
販
売
に
関
す
る

相
談
が
中
間
市
だ
け
で
な
く
全
国
的
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
温
水
器
は
、「
夜
間
電
力
を
使

う
の
で
経
済
的
」「
燃
焼
音
が
し
な
い
」

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
国
の
補
助
金
の

対
象
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
電
気
温
水
器
を
契
約
し
た

が
、
よ
く
考
え
る
と
高
額
だ
っ
た
」「
急

が
さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済

性
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な

ど
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
商
品
で
す
が
、

販
売
方
法
に
問
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
事
例

○
「
燃
料
代
節
約
の
提
案
」
と
言
っ
て

来
宅
し
、「
長
期
の
製
品
保
証
の
た

め
定
価
販
売
で
あ
る
」「
20
年
は
使

用
で
き
る
」
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

契
約
し
た
が
、
後
で
調
べ
る
と
半
額

で
購
入
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

○
「
今
日
中
に
契
約
し
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
契
約
し
た
が
、
４
人
家
族
に

は
容
量
が
小
さ
す
ぎ
た

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　市民協働課☎（２４６）２１８４

　４年前に始まった、中間北校区の保育園と小中
学校の交流を目的とした事業「ほくほく夢ネット」
の活動をさらに地域で支えるために、昨秋結成さ
れたばかりのサポート隊です。子育ての中心であ
る家庭を支えるのは､ 地域であり、保育園や学校
です。私たちは「できる人が、できるときに、無
理なく楽しく」をモットーに、大人同士がつなが
る活動をしていきます。できたてほくほくのサポ
ート隊に参加して、一緒に元気になりませんか。

ほくほく子育てサポート隊

中
間
市
の
ご
み
処
理
実
績

　

中
間
市
の
可
燃
ご
み
の
量
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
廃
プ
ラ
リ

サ
イ
ク
ル（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
）の
浸
透
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
識
向
上
と
毎
日
の
努
力

で
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

中
間
市
か
ら
遠
賀
・
中
間
リ
レ

ー
セ
ン
タ
ー
と
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の

総
量
は
、
18
年
度
の
岡
垣
清
掃
セ
ン

タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入

さ
れ
た
ご
み
総
量
の
約
５
％
減
の
、

１
万
５
、２
６
９
ｔ
で
す（
１
人
あ
た

り
１
日
890�ℊ
）。
遠
賀
４
町
を
含
め
た

総
量
で
は
、
18
年
度
比
で
約
７
％
減

の
４
万
６
、６
６
０
ｔ
で
す
。

■
可
燃
ご
み

　

19
年
度
は
18
年
度
比
で
約
９
％

（
１
、２
４
２
ｔ
）減
の
１
万
３
、１
２
２

ｔ
。
こ
の
減
量
分
は
、
中
間
市
１
世

帯
あ
た
り
年
間
平
均
約
66
㎏
、
月

平
均
約
６
㎏
に
な
り
ま
す
。
減
量
分

１
、２
４
２
ｔ
の
う
ち
、
可
燃
ご
み
か

ら
廃
プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
分
258
ｔ
が
新
た

に
減
量
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
18
年
度

比
減
量
分
の
約
20
％
に
相
当
し
ま
す
。

■
処
理
費
用

　

全
体
の
処
理
費
用
は
、
18
年
度
は
遠

賀
４
町
分
を
含
め
約
12
億
３
、３
０
０
万

円
、
廃
プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
と
北
九
州

市
で
の
可
燃
ご
み
の
焼
却
が
始
ま
っ

た
19
年
度
は
、
20
億
２
、６
０
０
万
円

で
す
。
こ
の
う
ち
、
可
燃
ご
み
の
処

理
費
は
、
遠
賀
４
町
分
を
含
め
て
約

８
億
９
、０
０
０
万
円（
処
理
費
全
体
の

約
40
％
）で
、
搬
送
費
も
含
ま
れ
ま
す
。

現
在
、
北
九
州
市
の
焼
却
場
へ
搬
送
し

て
い
る
の
で
、
燃
料
費
や
搬
送
費
だ
け

で
も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
19
年
度
の
中
間
・
遠
賀
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
資
源
物
の

搬
入
量
は
、
遠
賀
４
町
分
を
含
め

約
３
、０
０
０
ｔ
。
処
理
費
用
は
約

１
億
４
、３
０
０
万
円
で
、
１
㎏
あ
た

り
約
47
円
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
排
出
す

る
ご
み
の
量
と
処
理
に
か
か
る
費
用

か
ら
、
可
燃
ご
み
の
減
量
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
命
題
で
す
。

　

昨
今
の
循
環
型
社
会
の
形
成
と
い
う

時
代
の
流
れ
か
ら
、
分
別
を
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
な
が
ら
も
、
必
要
な
物

で
も
買
い
過
ぎ
な
い
、
過
剰
包
装
の
物

は
買
わ
な
い
、
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い

な
ど
、
資
源
そ
の
も
の
を
大
切
に
し
、

ご
み
減
量
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

な
か
ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会

佐
藤　

正
純

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

平成20年度のもえるごみ搬入量は、対17年
度比1�％の減量が目標です。ごみの減量化・
資源化にご協力をお願いします。

20 年度 17 年度 差（20 年度－ 17 年度） 減量率

12　月 1,1��,920㎏ 1,1��,��0㎏ △ 20,9�0㎏ 1.�％

累　計 9,9��,7�0㎏ 10,�02,�20㎏ △ ���,�90㎏ �.0％

もえるごみ搬入量状況

可燃ごみ

不燃ごみ 粗大ごみ ビンカン 拠点回収
資源物 廃プラ

13,122

545 608 632
104 258

（ｔ） 平成 19 年度中間市ごみ処理実績

※拠点回収資源物…ペットボトル、紙パック、食品トレイ
※廃プラ…プラスチック製容器包装

リレーセンター・リサイクルプラザ
搬入量 1�,2�9ｔ
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の
ら
猫
に
エ
サ
を

与
え
て
い
る
人
へ

　

平
成
19
年
度
に
福
岡
県
で
殺
処

分
さ
れ
た
猫
は
１
１
、３
６
０
頭

で
し
た
。
こ
の
う
ち
実
に
８
割
が

子
猫
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
子
猫
が
寿
命
を
全
う
で
き
ず
に

処
分
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
公
園

な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
猫
に
か
わ
い

そ
う
だ
か
ら
と
エ
サ
を
与
え
た
結

果
、「
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た
け
ど
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
貰
い
手
も
い
な
い
」
と
い
う

理
由
で
保
健
所
に
持
ち
込
む
人
が

多
い
か
ら
で
す
。

　

無
責
任
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と

は
、
不
幸
な
子
猫
を
さ
ら
に
増
や

す
こ
と
に
な
っ
た
り
、
ご
近
所
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
り

し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課

　

☎（
２
４
５
）５
３
０
０

ま
ち
の
政
治
を
み
つ
め
よ
う

学
級
生
を
募
集
し
ま
す

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は
、
す
べ
て
政
治
と

深
く
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

現
実
の
生
活
や
身
の
回
り
を
見

つ
め
、
地
域
作
り
か
ら
社
会
参
加

ま
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぶ
学

級
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
日

時　

毎
月
第
４
火
曜
日
・

　

午
後
１
時
30
分
～（
２
時
間
程
度
）

※
第
１
回
目
は
４
月
予
定
。

●
会

場　

中
央
公
民
館

●
募
集
人
数　

10
人

※
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
学
習
内
容　

学
級
生
で
決
め
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て

●
申
込
・
問
合
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
０

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

親
子
で
一
緒
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
身
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　

２
月
19
日（
木
）・

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

●
参
加
対
象　

１
歳
６
か
月
～
４

歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

お
茶
、
運

動
の
で
き
る
服（
ジ
ー
ン
ズ
・

ボ
タ
ン
の
あ
る
服
は
不
可
）、

運
動
の
で
き
る
靴

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
く
る
り
広
場
は
午
前
中

閉
館
し
、
正
午
か
ら
開
館
し
ま
す
。

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
く
る
り
」

　

☎（
２
４
５
）５
５
５
７

健
康
管
理
講
習
会
を
開
催

●
日

時　

３
月
６
日（
金
）・

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
内

容　

自
分
に
合
っ
た
食

生
活
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど

●
定

員　

70
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

２
月
27
日（
金
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

社
団
法
人
中

間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）４
５
２
８

平
成
20
年
度
福
岡
地
区

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

障
害
が
あ
る
人
の
就
業
機
会
を

拡
大
す
る
た
め
、
企
業
の
人
事
担

当
者
と
障
害
が
あ
る
人
が
直
接
面

談
で
き
る
「
障
害
者
雇
用
促
進
面

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

２
月
26
日（
木
）・

　

正
午
～
午
後
４
時

●
場

所　

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ

ホ
テ
ル（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚

本
町
13
‐
55
）

●
参
加
予
定
事
業
所　

45
社

●
参
加
予
定
求
職
者　

350
人

●
問
合
先　

八
幡
公
共
職
業
安

定
所

　

☎（
６
２
２
）６
３
６
９

発
達
支
援
研
修
会

●
日

時　

３
月
18
日（
水
）・

　

午
後
３
時
～
５
時

●
場

所　

水
巻
町
役
場

　
（
水
巻
町
頃
末
北
一
丁
目
１
‐
１
）

●
テ
ー
マ　

思
春
期
、
青
年
期

以
降
の
発
達
障
害
者
へ
の
支
援

を
考
え
る

●
講

師　

中
並
朋
晶
さ
ん

　
（
な
か
な
み
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）

●
参
加
料　

無
料

●
定

員　

60
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
申
込
締
切　

３
月
11
日（
水
）

●
申
込
・
問
合
先　

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所

　

☎（
２
０
１
）４
１
６
２

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

　

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅

〇
福
岡
県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

●
申
込
期
間　

３
月
２
日（
月
）
～

10
日（
火
）

※
３
月
10
日
の
消
印
ま
で
有
効
。

●
申
込
書
配
布
場
所（
３
月
２
日

か
ら
配
布
し
ま
す
）

〇
中
間
市
役
所
案
内
、
都
市
整
備

課
、
東
部
出
張
所

〇
北
九
州
県
営
住
宅
管
理
事
務
所

　
（
八
幡
西
区
則
松
三
丁
目
７
‐
１
）

●
問
合
先　

北
九
州
県
営
住
宅

管
理
事
務
所

　

☎（
６
９
１
）５
９
７
０

第
９
回
中
間
市
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
を
募
集

●
期

日　

３
月
８
日（
日
）

※
予
備
日
は
３
月
15
日（
日
）

●
場

所　

ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

●
参
加
料　

１
組
２
、０
０
０
円

※
当
日
、
徴
収
し
ま
す
。

●
種

目　

一
般
男
子
ダ
ブ
ル

ス
、
60
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
45
歳
以

上
女
子
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
資
格　

中
間
市
内
に
在
住

や
通
勤
・
通
学
の
人
ま
た
は
協

会
ク
ラ
ブ
会
員

●
申
込
方
法　

ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場
に
備
え
付
け
の
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

２
月
22
日（
日
）・

　

午
後
５
時

●
問
合
先　

高
橋
携
帯

　

☎
０
９
０（
１
３
４
５
）９
７
１
５

くらしの

情報
くらしの

情報
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予
備
自
衛
官
補
を
募
集

●
募
集
種
目　

一
般
、
技
能

●
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

※
技
能
は
保
有
す
る
国
家
免
許
資

格
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

●
身

分　

非
常
勤
の
特
別
職

国
家
公
務
員

●
待

遇　

教
育
訓
練
招
集
参

加
日
数
分
の
手
当
て
を
支
給（
日

額
７
、９
０
０
円
）

●
教
育
訓
練
日
数

○
一
般　

３
年
以
内
に
50
日

○
技
能　

２
年
以
内
に
10
日

●
受
付
期
限　

４
月
13
日（
月
）

●
試
験
日　

４
月
18
日（
土
）
～

20
日（
月
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

芦
屋
地
域
事
務
所

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

中
間
市
・
遠
賀
郡
の
指
定
ご
み

袋
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

　

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
で
は
、
平
成
21
年
度
中
に
作

成
す
る
可
燃
ご
み（
大
）の
袋
本
体
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
予
定
数
量　

153
万
枚

※
数
量
は
予
定
で
、
増
減
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
告
掲
載
の
開
始
時
期
は
、
平

成
21
年
７
月
以
降
で
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
組
合
や
各
販
売
店
の
販

売
状
況
に
よ
り
掲
載
袋
の
販
売
開

始
が
ず
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
広
告
の
サ
イ
ズ　

縦
80
㎜
×
横

380
㎜

●
広
告
掲
載
料　

20
万
円

●
広
告
掲
載
の
使
途　

環
境
啓
発

の
経
費
な
ど
に
使
用
し
ま
す

●
募
集
数　

２
点

※
１
社
が
申
し
込
む
こ
と
の
で
き
る

広
告
の
数
は
１
点
で
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
25
日（
水
）
～

３
月
17
日（
火
）・
午
後
５
時

●
応
募
・
問
合
先　

遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　

☎（
２
９
３
）３
５
８
１

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
を

展
示
販
売
し
ま
す

　

ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
の

一
環
と
し
て
、
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
家
具
類
な
ど
を
再
生
し
て
展

示
販
売
し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
品

目　

タ
ン
ス
・
食
器
棚
・

テ
ー
ブ
ル
な
ど
約
120
点

●
申
込
資
格　

中
間
市
お
よ
び
遠

賀
郡
内
に
在
住
の
人

●
申
込
方
法　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
記
入
く
だ
さ
い（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
付
期
間　

３
月
２
日（
月
）
～

８
日（
日
）・
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分（
３
月
８
日
は
、
午
前

11
時
30
分
ま
で
）

●
抽
選
日　

３
月
８
日（
日
）・

　

午
前
11
時
30
分
の
受
付
終
了
後

※
当
選
者
に
は
、
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
展
示
場
所　

中
間
・
遠
賀
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
中
間
市
大
字

垣
生
１
３
０
０
番
地
）

●
搬
出
期
間　

抽
選
終
了
後
～
３

月
14
日（
土
）・
正
午

※
購
入
品
は
各
自
で
搬
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

中
間
・
遠
賀
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎（
２
４
５
）５
３
７
４

ふ
く
お
か
「
き
ず
な
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

　

財
団
法
人
福
岡
県
地
域
福
祉
財

団
で
は
、「
共
に
支
え
合
い
共
に

生
き
る
地
域
社
会
の
啓
発
・
促
進
」

を
基
本
理
念
に
す
べ
て
の
人
が
参

加
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
『
ふ
く
お
か
「
き
ず

な
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
』

を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

２
月
22
日（
日
）・

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場

所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
内

容　

講
演
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
別
分
科
会
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
食
バ
ザ
ー
な
ど

●
問
合
先　

財
団
法
人
福
岡
県

地
域
福
祉
財
団
振
興
課

　

☎
０
９
２（
５
８
２
）２
３
９
６

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
「
ほ
っ
と
一
息
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
介
護
で
お

悩
み
の
人
な
ど
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期

日　

３
月
５
日（
木
）・

●
場

所　

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ

し
や

●
対
象
者　

在
宅
で
介
護
を
し

て
い
る
人

●
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円

●
申
込
期
限　

２
月
27
日（
金
）

※
送
迎
バ
ス
が
巡
回
し
ま
す
の
で
、

時
間
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
４
）１
２
３
０

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
地
域

セ
ミ
ナ
ー
in
福
岡

　

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
働
き
方
で
あ
る
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
で
、「
会
社
の
生
産
性

の
向
上
」
と
「
従
業
員
の
み
な
さ

ん
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

向
上
」
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

２
月
19
日（
木
）・

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
場

所　

ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ

テ
ル（
福
岡
市
中
央
区
天
神
二

丁
目
２
‐
43
）

●
内

容　

講
演
会
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

題
名
を
福
岡
セ
ミ

ナ
ー
と
し
、氏
名
、所
属
・
役
職
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
の
う
え
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

fkosem
i@

japan-telew
ork.or.jp

●
申
込
期
限　

２
月
18
日（
水
）

※
詳
し
く
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://pref.fukuoka.lg.jp

●
問
合
先　

福
岡
県
福
祉
労
働

部
労
働
局
新
雇
用
開
発
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
５
９
３

育
児
休
業
復
帰
後
の

措
置
補
充
研
修
会

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
し
や
す

い
環
境
整
備
の
促
進
を
め
ざ
し
、
研

修
会
と
個
別
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

３
月
６
日（
金
）・

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10
分

●
場

所　

北
九
州
市
立
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ム
ー
ブ

　
（
小
倉
北
区
大
手
町
11
‐
４
）

●
対

象　

事
業
主
、
人
事
労

務
担
当
者
な
ど

●
定

員　

30
人

●
受
講
料　

無
料

※
個
別
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
北
九

州
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎（
５
９
２
）３
５
０
７

◆�「広報なかま」への有料広告掲載のお問い合わせは…�総務課広報広聴係☎（２４６）６２７１まで�◆
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遠
賀
静
光
園

臨
時
職
員
を
募
集

　

業
務
内
容
に
よ
り
、
臨
時
職
員

登
録
名
簿
の
中
か
ら
適
任
者
を
雇

用
し
ま
す
。

　

業
務
の
状
況
に
応
じ
て
の
雇
用

と
な
り
、
申
込
後
た
だ
ち
に
雇
用

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
募
集
職
種　

介
助
員
、
調
理
員

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時
15
分
～

午
後
５
時（
週
２
日
程
度
勤
務
）

※
調
理
員
は
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
30
分
勤
務
。

※
月
に
数
回
程
度
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

●
賃

金　

日
額
６
、５
０
０
円

程
度

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
健
康

な
人

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法　

遠
賀
静
光
園
で
配

布
し
て
い
る
指
定
様
式
に
よ
る

受
付
登
録

●
募
集
期
限　

３
月
31
日（
火
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

養
護
老
人
ホ
ー
ム

遠
賀
静
光
園

　
（
２
９
３
）０
１
２
５

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各

国
の
青
年
と
の
交
流
を
と
お
し
て
、

将
来
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
青

年
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
21
年

度
に
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
の

参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
事
業　

国
際
青
年
育
成
交

流
、
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交

流
、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
、
世
界
青
年
の
船
、
東
南
ア

ジ
ア
青
年
の
船

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
新
社
会
推

進
部
青
少
年
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
８
６

福
岡
県
農
業
大
学
校

養
成
科
学
生
募
集

●
募
集
コ
ー
ス
・
定
員

○
野
菜
…
若
干
人

○
花
き
…
６
人

○
果
樹
…
４
人

○
水
田
経
営
…
３
人

○
畜
産
…
若
干
人

●
修
業
年
限　

２
年

●
申
込
受
付　

２
月
６
日（
金
）
～

18
日（
水
）

●
試
験
日　

２
月
25
日（
水
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
農
業

大
学
校

　

☎
０
９
２（
９
２
５
）９
１
２
９

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

●
日

時　

３
月
14
日（
土
）・

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　

コ
レ
ッ
ト
井
筒
屋

　
（
小
倉
北
区
京
町
三
丁
目
１
‐
１
）

●
相
談
内
容　

示
談
書
・
交
通
事

故
に
か
か
る
保
険
請
求
手
続
き
、

損
害
賠
償
請
求
の
書
類
作
成

※
予
約
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
９
２（
６
４
１
）２
５
０
１

〇日時…３月７日（土）、18日（水）、26日（木）・
午後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・
受付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午
後５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…３月11日（水）・午前10時～午後４
時（受付は午後３時まで）

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…３月７日（土）、18日（水）・午後３
時～５時

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～４時…ハピネスなかま

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 � 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）

TEL.245-6326

(株)
TEL.244-0445 0120-053-878

定休日／毎週月曜日と第1第3火曜日（第1第3月火は連休です。）

いつも笑顔でお迎えします。 可愛がってね、 Eiko美容室♥♥

ありがとう、 ありがとう！！　 中間にお世話になって34年目。

有
料
広
告
欄
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乳
幼
児
の
死
因
の
上
位
を

占
め
る
の
は
不
慮
の
事
故

　

乳
幼
児
の
死
因
で
、
不
慮
の
事

故
の
順
位
は
、
０
歳
児
で
は
５
位
、

１
～
４
歳
で
は
１
位
で
す
。
重
大

な
事
故
に
至
ら
な
い
ま
で
も
ヒ
ヤ

リ
と
し
た
り
、
ハ
ッ

と
し
た
り
す
る
よ
う

な
事
故
に
な
り
か
ね

な
い
危
険
な
事
例
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
は
な
ぜ
事
故
に
遭
い
や

す
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●
大
人
と
比
べ
て
身
体
が
小
さ
い

○
の
ど
が
細
い
の
で
、
誤
飲
に
よ

る
窒
息
を
お
こ
し
や
す
い

○
身
長
が
低
い
の
で
視
野
が
遮
ら

れ
、
交
通
事
故
な
ど
に
遭
い
や

す
い

●
大
人
と
比
べ
て
頭
の
比
率
が
大

き
く
、
胴
体
の
厚
み
よ
り
頭
の

直
径
が
大
き
い

○
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
や
す
く
、
転

倒
し
や
す
い

○
頭
が
通
る
隙
間
で
あ
れ
ば
身
体

が
通
る
た
め
、
落
下
事
故
が
起

き
や
す
い

●
身
体
機
能
や
運
動
能
力
が
未
熟

○
嚥
下
力
が
弱
く
、
誤
飲
に
よ
る

窒
息
を
起
こ
し
や
す
い

○
皮
膚
が
薄
く
、
や
け
ど
が
重
症

化
し
や
す
い

○
体
温
調
節
力
が
未
熟
で
、
熱
中

症
に
な
り
や
す
い

○
筋
力
が
弱
く
、
体
を
支
え
た
り
、

物
に
つ
か
ま
っ
た
り
で
き
な
い

○
平
衡
感
覚
が
未
熟
で
、
す
ば
や

く
身
を
か
わ
し
て
危
険
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い

●
子
ど
も
の
理
解
力
や
行
動
は
大

人
と
異
な
る

○
危
険
と
い
う
観
念
が
わ
か
ら
ず
、

危
険
な
も
の
に
触
っ
た
り
、
ロ

に
入
れ
た
り
す
る

○
大
人
が
思
い
も
よ
ら
な
い
動
作

や
行
動
を
と
り
、
何
を
す
る
か

予
想
が
つ
か
な
い

●
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　

右
記
の
子
ど
も
の
特
性
を
理
解

し
、「
子
ど
も
の
目
線
に
立
ち
」、

「
子
ど
も
の
手
の
届
く
範
囲
に
危

険
な
も
の
を
置

か
な
い
」
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
実

践
す
る
た
め
母

子
健
康
手
帳
に

は
、
子
ど
も
の

視
野
を
体
験
で

き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

誤
飲
の
お
そ
れ
が
あ
る
大
き
さ
が

わ
か
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・
マ
ウ
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
急
病
・
事
故

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
母
子
健
康
手

帳
交
付
の
際
に
お
渡
し
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
、
チ

ャ
イ
ル
ド
・
マ
ウ
ス
、
子
ど
も
の

急
病
・
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
救
急
講
座
を

開
催
し
ま
す

●
日

時　

２
月
18
日（
水
）・

　

午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
託
児
が
必
要
な
人
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

栄
養
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

（
夜
間
コ
ー
ス
）を
開
催

　

食
事
作
り
初
心
者
を
対
象
と
し

た
栄
養
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
栄
養
と
調
理
の
基
本
を

学
ん
で
、
健
康
的
な
食
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

３
月
12
日（
木
）・

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　

300
円（
材
料
代
）

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

　

よ
く
耳
に
す
る
貧
血
が
ど
う

い
っ
た
状
態
を
い
う
か
ご
存
じ
で

す
か
。
今
回
は
、
貧
血
と
は
ど

う
い
う
状
態
の
病
気
な
の
か
と

い
う
こ
と
に
加
え
、
そ
の
最
も

代
表
的
な
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

●
貧
血
と
は
…

　

血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が

少
な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
は
体
中
に
酸
素
を

運
ぶ
働
き
を
す
る
た
め
、
貧
血

に
な
る
と
体
中
に
酸
素
が
い
き

わ
た
ら
な
く
な
り
、
酸
素
欠
乏

の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

　

一
般
症
状
は
、
全
身
倦
怠
感
、

顔
面
蒼
白
、ふ
ら
つ
き
、め
ま
い
、

息
切
れ
、
動
悸
、
浮
腫
な
ど
で

す
。
貧
血
の
進
行
が
遅
け
れ
ば
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
通
常
の
半
分

程
度
で
も
体
が
慣
れ
て
症
状
が

で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
貧
血
が
さ
ら
に
進

行
す
る
と
生
命
に
も
か
か
わ
る

重
大
な
病
態
で
す
。
貧
血
に
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
日
常
最
も
多
く
み
ら
れ
る

の
が
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
。

●
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
は
…

　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
生
成
に
不
可

欠
な
体
内
の
鉄
分
が
欠
乏
状

態
と
な
る
と
、
血
液
中
の
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
が
生
成
さ
れ
な
く
な

り
、
貧
血
と
な
る
病
気
を
言
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
体
で
は
鉄
を
作

り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

食
物
か
ら
補
給
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
通
常
摂
取
さ
れ
た
鉄

は
そ
の
約
10
％
が
摂
取
さ
れ
ま

す
の
で
、
毎
日
１
㎎
の
鉄
が
失

わ
れ
る
成
人
男
性
の
場
合
、
１

日
約
10
㎎
の
鉄
を
摂
取
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

成
人
女
性
の
場
合
に
は
、
月

経
に
よ
る
出
血
で
１
日
平
均
２

㎎
、
妊
娠
中
で
は
１
日
平
均
３

㎎
の
鉄
を
必
要
と
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
20
㎎
、
30
㎎
の
鉄
の

摂
取
が
必
要
で
す
。

　

鉄
の
不
足
状
態
と
な
れ
ば
、

体
に
蓄
え
ら
れ
た
貯
蔵
鉄
か
ら

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
生
成
の
た
め
供

給
さ
れ
ま
す
が
、
貯
蔵
鉄
が
枯

渇
す
る
と
貧
血
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
原
因
と
治
療
法
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

メタボリック
シンドローム

（１）

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

中間市立病院副院長

瓜生○○医師

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

鉄欠乏性
貧血

中間市立病院血液内科部長

東内真一医師
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私
は
、
い
じ
め
は
何
よ
り
も
嫌

い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
自

身
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
だ
れ
に

も
相
談
で
き
ず
、
い
じ
め
が
終
わ

る
の
を
、
じ
っ
と
ま
っ
て
ま
し
た
。

い
つ
の
間
に
か
、
い
じ
め
は
な
く

な
っ
て
い
て
、
今
は
、
い
じ
め
は

な
く
て
、
す
ご
く
平
和
で
す
。

　

つ
い
最
近
、
私
は
、
本
屋
さ
ん

で
、
あ
る
本
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
い
じ
め
の
体
験
談
や
ど

う
し
た
ら
い
じ
め
は
な
く
な
る
か

書
い
て
あ
る
本
で
し
た
。
私
は
、

気
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
の
場
で
立

ち
止
ま
っ
て
本
を
読
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
す
ご
く
悲
し
く
な
り
ま

し
た
。
ア
ト
ピ
ー
の
せ
い
で
、
み

ん
な
に
さ
け
ら
れ
「
キ
タ
ナ
イ
」

と
言
わ
れ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ
て
、

学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
、
だ
れ

も
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
死
に
た

く
て
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
た
り
、

薬
を
大
量
に
飲
ん
で
、
死
の
う
と

し
た
り
、
私
は
近
く
に
そ
う
い
う

人
が
い
な
い
か
ら
、
正
直
び
っ
く

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
よ
く
考
え
る
と
、
私
の

知
ら
な
い
所
で
自
分
を
傷
つ
け
て

る
人
や
い
じ
め
ら
れ
て
る
人
、
そ

ん
な
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
人
を
見
つ
け
た
ら
私
は
何

が
で
き
る
だ
ろ
っ
て
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
話
を
聞
い
て
あ
げ
る

こ
と
や
相
談
に
の
っ
て
あ
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

　

だ
け
ど
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
た

り
す
る
だ
け
で
は
、
い
じ
め
は
絶

対
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
と
き
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ

て
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
あ
の
と
き
、
私
は
み
ん
な
に

ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
。
私
は

あ
の
と
き
「
や
め
な
よ
」
っ
て
止

め
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら

私
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を
見

た
ら
、絶
対
に「
や
め
な
よ
」っ
て
、

い
じ
め
て
い
る
人
に
言
っ
て
や
り

ま
す
。
言
う
の
は
す
ご
く
勇
気
が

い
る
と
思
う
け
ど
、「
や
め
な
よ
」

の
一
言
で
い
じ
め
が
な
く
な
る
な

ら
、
怖
く
て
も
、
私
は
あ
の
と
き

の
私
と
同
じ
辛
い
思
い
を
し
て
い

る
人
が
い
る
な
ら
ば
、「
や
め
な

よ
」
と
言
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
の
ク
ラ
ス
、
学
年
に

い
じ
め
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
私
の
知
ら
な
い
所
で
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
。
気
付
か
な
い
う

ち
に
傷
つ
い
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　

だ
か
ら
私
は
、
こ
れ
か
ら
は
、

い
じ
め
な
ん
て
な
い
じ
ゃ
な
く

て
、
だ
れ
か
が
知
ら
な
い
う
ち
に

傷
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
い
つ
も
心
の
中
で
思
っ
て
、

傷
つ
い
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
そ

の
人
に
対
し
て
、
で
き
る
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
人
も
、
だ
れ
か
に
頼
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
で
解
決
で

き
な
い
か
と
考
え
て
、
考
え
つ
か

な
い
と
き
に
相
談
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
ま
ず
自
分
で
考
え
て
だ
め

な
と
き
は
だ
れ
か
を
頼
っ
て
み
る

と
い
う
よ
う
に
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
や
っ
て
私
は
、
一
つ
ず
つ

い
じ
め
や
傷
つ
い
て
い
る
人
を
な

く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

「いじめ」
岩下　安由美さん
（中間南中学校３年）
平成20年度小・中学校人権作文から

友だちと　みんな仲良く　助け合おう
�　　底井野小学校六年� 山岡　夏実さん
友だちは　心の支え　大事にね
�　　中間北小学校六年� 竹本　愛美さん
見ないふり　あなたの心が　汚れてく
�　　中間中学校三年� 古川　加奈子さん
思いやり　世界平和の　第一歩
�　　中間東中学校三年� 大田　奈々さん

人 　 権 　 標 　 語
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■
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
で
児
童（
18
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
人
・

障
害
児
は
20

歳
未
満
）を
養

育
し
て
い
る

母
、
お
よ
び

父
親
の
身
体

に
重
い
障
害
が
あ
る
家
庭
の
母

ま
た
は
、
養
育
者
を
対
象
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

◆
主
な
該
当
理
由

①
離
婚

②
未
婚（
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
出
産
し
た
子
で
、
認
知
、

未
認
知
に
か
か
わ
ら
ず
該
当
）

③
遺
棄（
１
年
以
上
父
親
が
同

居
せ
ず
、
生
活
費
の
仕
送
り

や
電
話
、
手
紙
な
ど
の
連
絡
、

交
流
が
一
切
な
い
状
態
）

④
父
の
拘
禁（
未
決
拘
留
期
間

を
含
め
、
１
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
）

⑤
父
の
生
死
不
明

⑥
父
の
死
亡（
遺
族
年
金
が
受

給
で
き
な
い
場
合
の
み
）

⑦
父
の
障
害（
身
体
障
害
、
結

核
症
、
心
肺
機
能
障
害
、
高

血
圧
症
、
精
神
お
よ
び
脳
疾

患
な
ど
で
、
長
期
に
わ
た
っ

て
安
静
と
介
護
を
必
要
と

し
、
一
般
的
労
働
能
力
を
喪

失
し
て
い
る
状
態
・
障
害
年

金
１
級
と
同
程
度
の
障
害
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
が
あ
る
子
ど
も
を

扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養

育
者
を
対
象
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
主
な
該
当
理
由

①
身
体
の
障
害（
身
体
障
害
者

手
帳
１
、２
級
程
度
）

②
精
神
・
知
的
障
害
な
ど（
強

度
の
て
ん
か
ん
な
ど
、
療
育

手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
程
度
）

③
内
科
的
疾
患（
主
に
結
核
症
、

呼
吸
器
や
心
臓
の
機
能
障
害
、

肝
臓
・
腎
臓
・
血
液
疾
患
な

ど
で
、
長
期
に
わ
た
る
安
静

や
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限

を
加
え
る
必
要
が
あ
る
状
態
）

　

い
ず
れ
も

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
入
所
の
場

合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

こ
ど
も
育
成
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
４
８

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当



1�

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら

せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

官
製
ハ
ガ
キ
で
広
報
広
聴
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

1�1�

❖ 

み
ん
な
集
ま
れ
、
お
外
で
遊
ぼ
う

●
日

時　

３
月
８
日（
日
）・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分（
予
定
）

※
小
雨
決
行
。

●
場

所　

遠
賀
川
河
川
敷
消
防
署
前
広
場

●
内

容　

工
作
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●
対

象　

小
学
１
年
生
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

無
料

●
問
合
先　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
中
間
第
３
団�

橋
本
宅

　

☎（
２
４
４
）２
６
１
３

❖ 

北
九
州
を
め
ぐ
る
ア
ー
ト
展
vol
３

●
会

期　

２
月
13
日（
金
）
～
３
月
15
日（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

※
入
場
は
７
時
30
分
ま
で
。

●
会

場　

北
九
州
市
立
美
術
館
分
館

　
（
小
倉
北
区
室
町
一
丁
目
１
‐
１
・
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
５
階
）

●
観
覧
料　

一
般
500
円（
400
円
）、
高
大
生
300
円（
200
円
）、

小
中
生
200
円（
100
円
）

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
午
後
６
時
以
降
は
入
館
料
が
い
ず
れ
も
半
額
。

●
問
合
先　

北
九
州
市
立
美
術
館
分
館

　

☎（
５
６
２
）３
２
１
５

❖ 

星
に
な
っ
た
チ
ロ

　

福
島
県
の
山
奥
に
建
つ
チ
ロ
天
文
台
。
そ
の
天
文
台
長

さ
ん
は
、「
チ
ロ
」
と
い
う
名
前
の
犬
で
し
た
。「
星
の
犬
」

と
し
て
日
本
全
国
の
天
文
フ
ァ

ン
に
愛
さ
れ
た
チ
ロ
が
、
仲
間

た
ち
と
繰
り
広
げ
る
、
楽
し
く

て
ち
ょ
っ
と
切
な
い
物
語
。

　

１
９
８
４
年
の
出
版
以
来
、

多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
続
け
て

い
る
チ
ロ
の
物
語
を
、
著
者
で

あ
り
天
体
写
真
家
で
お
な
じ
み
の
藤
井
旭
さ
ん
が
撮
影
し

た
美
し
い
天
体
写
真
と
共
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
投
影
期
間　

３
月
１
日（
日
）ま
で

●
会

場　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

　
（
久
留
米
市
東
櫛
原
町
１
７
１
３
）

●
料

金　

一
般
600
円（
400
円
）、
４
歳
～
高
校
生
300
円

（
200
円
）

※
３
歳
以
下
、
65
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

※（　

）内
は
30
人
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.science.pref.fukuoka.jp

●
問
合
先　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

　

☎
０
９
４
２（
３
７
）５
５
６
６

❖ 

緑
の
教
室
受
講
者
募
集

　

年
間
を
と
お
し
て
庭
木
の
管
理
の
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。

●
期
日
・
内
容

○
第
１
回
…
５
月
17
日（
日
）・
庭
木
の
管
理
の
基
礎
知
識

○
第
２
回
…
６
月
21
日（
日
）・
庭
木
の
整
姿
と
剪
定

○
第
３
回
…
７
月
19
日（
日
）・
樹
木
の
病
害
虫
と
防
除

○
第
４
回
…
９
月
20
日（
日
）・
観
葉
植
物
の
管
理

○
第
５
回
…
10
月
18
日（
日
）・
樹
木
の
殖
や
し
方

○
第
６
回
…
11
月
15
日（
日
）・
庭
木
の
管
理

○
第
７
回
…
12
月
20
日（
日
）・
庭
木
へ
の
施
肥

○
第
８
回
…
平
成
22
年
１
月
17
日（
日
）・
樹
木
の
植
栽
と

移
植

●
時

間

○
午
前
の
部
…
９
時
30
分
～
正
午

○
午
後
の
部
…
１
時
～
３
時
30
分

●
場

所　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
（
久
留
米
市
田
主
丸
益
生
田
１
１
２
５
）

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
資
格　

全
８
回
の
受
講
が
可
能
な
人

●
募
集
人
数　

100
人（
先
着
順
）

●
申
込
期
間　

３
月
３
日（
火
）
～
20
日（
祝
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３
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に立つ

●日 時　２月21日（土）・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　Ｐの会

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●
おばけのゆびきり

那須正幹・作
　子どものおばけが「ゆびき
り」した相手はだれ…？暗い
森の奥に住む子どものおばけ。
あるとき、ともだちがほしく
なったおばけは、森の中をと
びまわりながら、ともだちを
見つけようとしますが…。

こんなに変わった歴史教科書
山本博文・作

　1972 年に出版された中学校社
会科歴史教科書と、2006 年から使
用されている中学社会歴史教科書
を基本に、ほかの年度の教科書な
ども参考にしながら、教科書の記
述が変わったところを、なぜ変わ
ったのかという視点で検討する。

石鹸まけや乾燥で肌荒れするときは、すすぎの水に酢を少量たらして洗うと、
すべすべになる。

　北九州市や直方市、行橋市、豊前市、宮若市、遠賀郡、
鞍手郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利
用できます。詳しくはおたずねください。

池
いけじり

尻 彩
さ ら

良 ちゃん

平成20年７月31日生（池田一丁目）
山
やまもと

本 光
み つ き

希  ちゃん 
平成18年６月12日生（中央一丁目）

　笑顔がかわいくてみんな
の人気者の彩良ちゃん。元
気にすくすく育ってね。

　いつも元気いっぱいの光
希くん。これからもたくさ
ん遊んで大きくなってね。

作り方
①�白菜は軸の厚い部分をそいで、
２～３分ゆで、ザルに上げて塩・
こしょう各少々をふる
②�鮭は皮と骨を取り、２㎝幅の棒
状に切り、塩・こしょう各少々
をふり、８等分する。ベーコン
は長さを半分にする
③�①を広げ、そいだものを薄い部
分に重ね、ベーコン、鮭の順に
のせて包み、楊枝で留める
④�鍋に③を並べてＡとローリエを
加え、７～８分煮る
⑤�④に牛乳を加えて煮る。味が
しみたら、塩・こしょう各少々
を加え、倍量の水で溶いた片
栗粉でとろみをつける

エネルギー 212㎉　食塩 1.�ℊ

白菜…８枚、生鮭…２切れ、
ベーコン…４枚、ローリエ…
１枚、牛乳…１と１/２カップ、
片栗粉…大さじ１強、塩・こし
ょう…各少々、Ａ（水…１カッ
プ、固形スープの素…１個）

ロール白菜の
ミルク煮

材　料（４人分）

今月のおすすめ料理

中間市食生活改善推進会（緑の会）

❖ 

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

参
加
者
募
集

　

南
の
島
独
特
の
文
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　

３
月
27
日（
金
）
～
４
月
２
日（
木
）

●
場

所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
説
明
会

○
開
催
日
時　

２
月
21
日（
土
）・
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分

○
会

場　

オ
ク
タ
ー
ブ
ビ
ル

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
四
丁
目
13
‐
８
）

●
定

員　

小
学
生
350
人

　
（
小
学
２
年
生
～
６
年
生
、
外
国
人
小
学
生
を
含
む
）

●
申
込
締
切　

３
月
６
日（
金
）

※
参
加
料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１

❖ 
リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
「
博
多
の
び
の
び
」
を

お
届
け
し
ま
す

　

福
岡
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
下
水
を
大
切
な

資
源
と
し
て
発
酵
、
殺
菌
処
理
し
、
良
質
の
肥
料
に
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
料
は
、
有
機
物
や
石

灰
を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
有
機
質
土
壌
改
良
材
で
、
種
ま

き
や
苗
の
植
え
付
け
前
に
元
肥
と
し
て
、
ほ
か
の
配
合

肥
料
な
ど
と
混
ぜ
て
使
い
ま
す
。
野
菜
、
花
、
庭
木
な

ど
に
幅
広
く
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
価

格　

１
セ
ッ
ト
500
円

　
（
10
㎏
入
り
２
袋
、
配
送
料
・
消
費
税
込
み
）

●
配
送
時
期　

申
込
後
２
週
間
程
度

●
申
込
先　

財
団
法
人
福
岡
市
下
水
道
資
源
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
８
０
７
）０
５
５
７

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
８
０
３
）８
０
４
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約24円です

表紙
説明

全日本学生音楽コンクール全国大会シリーズ小学校の部に出場し
た郡司菜月さん。「上手な人たちと弾けていい経験になりました。
来年も出場できるようにがんばります」と話してくれました。

俳　

句

永
山　　
篁　

選

説
教
を
さ
れ
相
談
は
宙
に
浮
く

	

中
間
三
丁
目	

古　

野　

つ
と
む

ペ
ン
習
字
今
さ
ら
な
ん
て
笑
う
妻

	

通
谷
四
丁
目	

平　

田　

照　

子

留
守
電
に
お
世
話
に
な
っ
た
礼
を
言
う

	

弥
生
一
丁
目	

大　

住　

久　

子

貫
禄
が
つ
い
た
と
た
ん
に
成
人
病

	

中
間
三
丁
目	

伊　

藤　

幸　

子

一
言
の
悔
し
さ
胸
に
跳
ね
て
今

	

弥
生
一
丁
目	

嶋　

田　

三　

郎

小
春
日
の
温
も
り
の
ご
と
癒
さ
れ
し
今
読
み
返
す
杉
野
さ
ん
の
歌

	

朝
霧
二
丁
目	

上　

山　

昭　

子

姉
と
乗
る
佐
渡
ヶ
島
な
る
盥た

ら
い
ぶ
ね舟
こ
れ
が
最
後
の
写
し
絵
と
な
る

	

中
央
三
丁
目	

掛　

田　

清　

香

つ
つ
み
こ
む
ま
な
ざ
し
優
し
杉
野
さ
ん
中
間
歌
会
の
伝
統
築
き
し

	

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

い
つ
の
日
も
中
間
歌
会
へ
柔
ら
か
な
風
と
お
い
で
ま
せ
杉
野
照
子
さ
ん

	

岩
瀬
四
丁
目　

	

吉　

岡　

比
呂
己

優
し
さ
を
そ
っ
と
与
え
て
逝
き
し
人
耳
に
残
れ
る
杉
野
さ
ん
の
声

	

太
賀
一
丁
目	

石　

田　

順　

子

水
走
り
し
て
組
み
直
す
鴨
の
陣

	

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮　

崎　

さ
か
え

余
生
な
ほ
楽
し
く
生
き
む
日
記
買
ふ

	

太
賀
一
丁
目	

中　

山　

富　

子

不
況
と
も
思
ふ
電
飾
街
師
走

	

土
手
ノ
内
二
丁
目	

小　

田　

敏　

子

極
月
や
夜
間
工
事
の
重
機
音

	

長
津
二
丁
目	

安　

倍　

砂　

子

事
故
を
見
て
師
走
の
街
を
運
転
す

	

通
谷
一
丁
目	

石　

松　

梅　

子

川　

柳

　

  

小
崎
国
雄　

選

扌
森
田
君
枝
さ
ん（
朝
霧
一
丁
目
）・
作

■	「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短　

歌

前
山
禮
次　

選

中
間
市
短
歌
会

◆お詫びと訂正… １月10日号で、川柳の選者が古谷龍太郎となっていましたが、
正しくは小崎国雄です。お詫びして訂正します。


